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特任教授　谷本俊郎

夏のさかりの８月４日に赴任させていただき、木々の葉が落ち始めたこの１１月まで、３ヶ月間にわたって特任教授として過ごさせていただきました。当研究所でのホスピタリティに感謝いたします。これは　その期間の報告です。

講演活動：講演は４回行いました。


１．東大COEプログラム　９月２１、２２日　山上会館


２．地震研セミナー　９月２８日


３．京都大学防災研究所セミナー　１０月１４日

４．東大地震研究所　１０月２５−２７日：Second International Workshop: 
Strong Ground Motion　Prediction and Earthquake Tectonics in 
Urban Areas
研究うちあわせ：３ヶ月の短期間ゆえ、この期間内にまとまった研究はありませんが以下の方々とデイスカッションを持ち、これからの展望を話し合いました。

１．JAMSTEC横浜研究所の坪井誠二さん。

２．防災科学技術研究所の小原一成さん。

３．地震研究所の方々は、あえてリストアップしませんが、所内の多くの方々

とも議論を行いました。ぜひ　ここではじまったデスカッションを　まとま

った仕事にまでまとめたいと思っております。

感想および質問：簡単にですが　地震研究所についての感想を質問と混ぜたかたちで述べます。よく内情を知らない者の短期観測に基づく感想ですので　思い違いがあるかもしれませんが　参考になればと思います。


１．若い研究者には有能な方が多くおられます。将来有望と思いますが、今のリーダーの方々（５０歳以上）との間にジェネレーションギャップがあるように思います。これは別に問題ではないかもしれません。


２．地震研究所は　大きく分けて地震（予知）と火山（噴火予知）が中心になっているように見受けられます。それ自体は当然で結構なことかと思いますが、そこに属さないところでも有能な方々が多くおられます。その方々は　私の感想としては　個々でがんばっていらっしゃると見受けられますが、この方々を　うまくまとめていかしてゆくことは　将来計画に入っているのでしょうか？　いろいろな方がおられますので固体地球科学の基礎研究としかまとめられないかとは思いますが。


３．学生の数が低いのでしょうか。でも　栗田研のように多い研究室もあるようですので　アンバランスなのかもしれません。しかし　いずれにしましても　大学の研究機関として学生数が将来の問題になってくるのは明らかと思います。研究のレベルと学生数の２つが　学内での評価基準になります。この２つは　時に相反する基準になりますが、大学内の研究機関であるかぎり、問い続けられる２つの基準です。アメリカの大学でも　アドミニストレーションが学生の数を数えていて　固体地球科学は　最近学生数がすくないので苦労をしています。その問題に対処すべく学部レベルの授業を多くしてリクルートに励んだりします。もちろん　研究時間が減ってしまいますので限度がありますが　教育機関にいる限り　２つの異なる目標、つまり教育と高い研究レベルの両方をうまく達成する必要があるかと思います。地震研は学生のリクルートをもっと積極的にするべきかな　というのが感想です。実はその努力はすでになされていて、私の思い違いがあるかもしれません。


４．研究所の玄関に入ってすぐのエレベーターには　重量制限が１０００kg、１０人までの人数制限と書かれてありますが　もうひとつのエレベーターは重量制限が７５０kg、しかし１１人が人数制限と書いてあります。これには　深い歴史的意味があるのだろうと　この３ヶ月間考え続けましたが　ついにわかりませんでした。

